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新
市
建
設
計
画
の
実
行

に
基
づ
く
計
画
の
中
に
「
有
利

な
財
源
を
利
用
し
た
庁
舎
整

備
」
と
あ
る
が
、
6
億
7
千
万

円
の
う
ち
い
く
ら
が
有
利
財
源

か
。 

緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
以
外
は
自
主
財
源
で
あ
る
。

 

有
利
財
源
分
の
金
額
を

聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。

財
務
課
長 

緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
８
千
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

 

基
金
残
高
、
財
政
調
整

基
金
激
減
の
理
由
に
つ
い
て
問

う
。

財
務
課
長 

平
成
29
年
度
に
つ

い
て
は
、
大
き
な
災
害
が
あ
っ

た
。
そ
の
影
響
が
一
番
大
き
い
。

 

違
う
。
平
成
29
年
度
当

初
予
算
概
要
の
前
年
比
30
億
円

減
は
４
６
９
億
円
の
当
初
予
算

で
取
り
崩
し
た
も
の
だ
。
定
額

運
用
基
金
が
佐
渡
市
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
記
載
な
く
、
当
初
予

算
の
概
要
に
は
10
億
円
ず
つ

載
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

財
務
課
長 

変
化
の
な
い
数
字

な
の
で
載
せ
な
か
っ
た
。

 

都
合
で
記
載
し
た
り
、

し
な
か
っ
た
り
は
民
間
で
は
許

さ
れ
な
い
。
意
図
的
に
見
せ
か

け
て
い
る
と
疑
わ
れ
て
も
仕
方

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

財
務
課
長 

確
か
に
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
作
成
時
に
悩
ん
だ
が
、
内

部
で
検
討
の
結
果
、
変
化
の
な

い
数
字
な
の
で
省
い
た
。

 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
市
債

残
高
は
減
少
し
て
行
く
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
合
併
特
例
債
を

使
っ
て
の
大
き
な
事
業
の
起
債

予
定
が
な
か
っ
た
と
言
え
る
が

ど
う
か
。

 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
修
正
時

点
で
合
併
特
例
債
は
最
終
年
度

の
平
成
30
年
度
終
了
で
組
み
立

て
た
。

財
務
課
長 

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

計
画
で
起
債
と
返
済
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
結
果
で
あ
る
。

 

再
度
聞
く
。
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
数
字
の
推
移
か
ら
し

て
合
併
特
例
債
を
使
い
切
る
予

定
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
が
ど

う
か
。 

合
併
特
例
債
が
５
年
延

長
に
な
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、

そ
こ
を
修
正
し
て
次
期
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
組
み
込
む
と
言
う
の

が
普
通
の
作
業
だ
と
考
え
る
。

 

佐
渡
市
が
市
立
病
院
を

運
営
す
る
目
的
は
何
か
。 

 

離
島
で
あ
り
、
医
療
を

永
続
的
に
続
け
て
行
く
拠
点
で

あ
る
。 

市
長
は
、
両
津
病
院
の

「
院
是
」を
承
知
し
て
い
る
か
。 

 

承
知
し
て
い
な
い
。

 

２
人
の
副
市
長
は
ど
う

か
。

藤
木
副
市
長 

承
知
し
て
い
な

い
。 

伊
藤
副
市
長 

承
知
し
て
い
な
い
。

両
津
病
院
管
理
部
長 

恥
ず
か
し

な
が
ら
承
知
し
て
い
な
い
。 

 

市
長
、
副
市
長
や
管
理

部
長
ま
で
も
が
「
院
是
も
基
本

理
念
」
も
「
看
護
部
の
理
念
」

も
承
知
し
て
い
な
い
。
基
本
を

理
解
し
て
い
な
く
て
病
院
を
建

て
る
と
は
全
く
な
っ
て
い
な

い
。
病
院
現
場
を
見
て
い
て
、

医
師
・
看
護
師
や
医
療
現
場
の

人
達
の
評
価
は
、
県
内
の
病
院

と
比
べ
て
も
非
常
に
高
い
レ
ベ

ル
だ
。
私
の
評
価
で
は
花
丸
で

あ
る
。
し
か
し
、
病
院
設
置
者

の
市
長
、
副
市
長
、
病
院
管
理

部
長
は
ラ
ン
ク
外
の
評
価
だ
。

市
長
自
身
の
評
価
は
ど
う
か
。 

 

「
院
是
・
基
本
理
念
」

等
が
把
握
で
き
て
い
な
い
の
は

反
省
し
て
い
る
。

 

病
院
運
営
の
基
本
が

解
っ
て
い
な
い
の
に
病
院
を
建

て
る
な
ど
言
語
道
断
。
病
院
を

建
て
る
と
言
っ
て
反
対
を
す
る

人
は
い
な
い
。
私
も
、
病
院
を

新
し
く
す
る
の
は
大
賛
成
だ
が

準
備
不
足
で
こ
の
よ
う
な
人
達

に
病
院
は
建
て
て
ほ
し
く
な
い

が
ど
う
か
。

 

今
回
病
院
を
移
転
新
築

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

・�

両
津
病
院
の
院
是
「
誠
心
・
責
任
・
向
上
」

・�

基
本
理
念 

両
津
病
院
は
、
市
民
と
患
者
さ
ん
の
病
院
で
あ

り
、
す
べ
て
の
職
員
は
常
に
患
者
さ
ん
を
中
心
に
行
動
し

ま
す
。
私
た
ち
は
、
誠
意
と
真
心
を
も
っ
て
常
に
患
者
さ

ん
を
中
心
に
考
え
、
安
心
と
安
全
の
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

私
た
ち
は
、
向
上
心
を
持
ち
、
医
療
の
さ
ま
ざ
ま
な
技
術

習
得
に
励
み
、
医
療
従
事
者
と
し
て
の
、
責
任
と
誇
り
を

持
っ
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

・�

看
護
部
の
理
念　

人
間
と
し
て
の
生
命
の
尊
厳
と
、
権
利

を
尊
重
し
、
常
に
「
思
い
や
り
、
い
た
わ
り
、
優
し
さ
」

を
も
っ
て
患
者
中
心
の
看
護
を
実
践
し
ま
す
。
看
護
職
員

と
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
身
に
つ
け
、 

地
域
の
人
々
か
ら

信
頼
さ
れ
る
看
護
を
目
指
し
ま
す
。　
　
　
　

  

〈
抜
粋
〉

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

基
金
除
外
は
市
民
を
欺あ

ざ
む

く
も
の

準
備
不
足
の
ま
ま
で

　
　
病
院
建
設
を
進
め
て
良
い
の
か

渡
辺
　
慎
一
　
議
員

　
祝
　
　
優
雄
　
議
員

市債残高を計画と予算概要で比較 基金残高を計画と予算概要で比較

H30 一般会計当初予算の概要ｐ24

H2903 将来ビジョンｐ13

H30 一般会計当初予算の概要ｐ24

H2903 将来ビジョンｐ13

H28
593
237
168
188

区分 H29
607
259
165
183

H30
601
266
161
174

H31
市債残高（年度末）
　合併特例債
　臨時財政対策債
　通常債

H28
612
252
168
192

区分 H29
616
271
168
177

H30
611
281
166
164

H31
578
257
164
158

市債残高（年度末）
　合併特例債
　臨時財政対策債
　通常債

H28区分 H29 H30 H31
基金残高（年度末）
　財政調整基金
　減債基金
　その他特定目的
　定額運用基金

H28区分 H29 H30 H31
基金残高（年度末）
　財政調整基金
　減債基金
　その他特定目的

214
78
24
111

242
95
24
112
10

212
72
20
109
10

187
58
18
100
10

213
82
20
111

210
82
18
110

188
66
16
107



第58号　佐渡市議会だより

11 平成30年9月定例会

 

市
長
は
合
併
協
定
書
の

『
新
市
の
事
務
所
の
位
置
』
の

内
容
を
尊
重
す
る
の
か
。

 

合
併
協
定
書
の
指
摘
の

部
分
は
、
そ
の
部
分
を
そ
の
ま

ま
遵
守
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

 

「
34
年
後
に
本
庁
舎
を

建
て
る
の
で
合
併
協
定
は
守
っ

て
い
る
」
と
の
市
長
答
弁
は
大

き
な
間
違
い
で
あ
る
。
合
併
特

例
債
で
の
新
庁
舎
建
設
が
、
佐

渡
市
町
村
合
併
協
議
会
の
合
意

事
項
と
し
て
、
こ
の
合
併
協
定

書
を
作
成
し
た
こ
と
が
明
記
さ

れ
て
い
る
書
面
が
あ
る
で
は
な

い
か
。 

私
の
答
弁
は
、
私
の
見

解
を
言
っ
て
い
る
。

 

佐
渡
市
の
示
し
た
コ
ス

ト
比
較
表
で
は
、
市
長
の
Ｃ
案

は
既
定
の
Ａ
案
よ
り
約
10
億
円

自
己
負
担
が
多
く
、
修
繕
費
も

即
に
６
億
７
千
万
円
が
提
案
さ

れ
て
お
り
、
更
に
５
億
円
か
ら

10
億
円
必
要
で
、
新
庁
舎
建
設

敷
地
確
保
に
も
10
億
円
以
上

使
っ
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
費

も
年
４
％
値
上
が
り
を
し
て
お

り
、
34
年
後
の
本
庁
舎
建
設
費

は
Ｃ
案
の
32
億
円

で
は
な
く
60
億
円

以
上
必
要
と
の
専

門
家
の
見
通
し
で

あ
る
。
本
庁
舎
建

設
撤
回
は
合
計
約

60
億
円
の
損
失
と

な
り
、
撤
回
の
メ

リ
ッ
ト
は
な
く
政

策
判
断
と
し
て
間

違
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

 

推
計
想
定

と
見
解
の
違
い
で
、

い
ろ
ん
な
計
算
式

が
出
て
く
る
と
考

え
る
。 

市
長
は
市

長
選
の
公
約
で
新

庁
舎
を
建
設
し
な

い
と
は
言
わ
な
か
っ
た
で
は
な

い
か
。 

選
挙
時
に
計
画
の
庁
舎

は
金
額
的
に
大
き
す
ぎ
る
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
い
た
。

総務文教
6月25日　新穂図書室

市民厚生
9月19日　旧羽茂保育園跡地

産業建設
9月19日　豪雨による被災現場（羽茂地区）

合併協定書　H15.6月28日調印

合併協定調印式  H15.6月28日 金井町民会館

1.合併の方式
　�両津市、相川町、佐和田町、金井町、新穂村、畑
野町、真野町、小木町、羽茂町 及び 赤泊村を
廃止し、その区域をもって新しい市を設置する
新設合併とする。
2.合併の期日
　合併の期日は、平成16年3月1日とする。
3.新市の名称
　新市の名称は、佐渡市とする。
4.新市の事務所の位置
　⑴ 新庁舎の位置（合併後、新たに建設する本庁舎の位置）金井町千種沖地区とする。
　⑵ �事務所の位置（新庁舎ができるまでの間、本庁としての事務を取扱う庁舎の位置）

現在の金井町役場とする。

一
　
般
　
質
　
問

本
庁
舎
建
設
撤
回
は

合
併
協
定
違
反
で
60
億
の
損
失

近
藤
　
和
義
　
議
員

常任委員会

島内現地視察


